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東部（上佐ケ野）林道

671林班

　　　　第4号コンクリート谷止工H6

　　　　第5号コンクリート谷止工H26

5

5

既設特殊配合モルタル吹付工(A)

既設木製鉄芯軽量法枠工

既設簡易吹付法枠工

既設第3号土留工

（コンクリートブロック）

（コンクリートブロック）

新設第1号土留工

（コンクリート）
N15

N16

N18

N19

N1
N2

N3 N4

N5
N6

N7
N8

MO13

既設第2号土留工

Ａ地区

Ｂ地区

Ｄ地区

Ｃ地区

1.運搬工

　施工資材等の運搬は、モノレールの設置およびケーブルクレーンを架設して行う。

　〇モノレール(牽引能力500kg)

　　・仮設傾斜延長：65m（水平距離：60m、高低差：25m）

　〇簡易ケーブルクレーン（1t未満）

　　・支間長：117m、傾斜角：31°

2.コンクリート工

　コンクリートの投入打設は、東部（上佐ケ野）林道にポンプ車を配置し、

　圧送管を配管して行う。

3.掘削

　急斜面の掘削、整形等は、セーフティークライマー工法(高所無人掘削)により行う。

　ウインチ設置位置等は現地合わせとする。

仮 施 設 計 画 図図　面　名

図 面 番 号 縮    尺 図　　示　　・圧送管延長：SL=90m(高低差：20m）

平　面　図
S=1:500

簡易ケーブルクレーン

支間長117m

（水平距離100m　比高差60m）

傾斜31°

P

※簡易ケーブルクレーンの位置は、ワイヤロープとの交差を考慮し現地合わせとする。 

重量物置換アンカー(0.45m3BH)

ウインチ

立木アンカー等

工事用モノレール

ワイヤーロープ

発電機(45kVA)

P ポンプ車設置個所

圧送管

高所無人掘削機 

凡　例

　〇歩道作設

　　・延長：65m


